
  
 

 
 
 
 

平成 19 年度 

事 業 計 画 書 
 

自 平成 19 年 4 月 1 日 
至 平成 20 年 3 月 31 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人日本ボート協会 



平 成 19 年 度 事 業 計 画 
 

協会の目的である「ボート競技を振興して日本国民の体力の向上とスポーツ精神を育成

することによりわが国文化の向上に寄与すること」に即して事業計画を策定する。 

 協会の中期計画としての課題は「人口増大」「オリンピックでのメダル獲得」「財政強化」

「魅力向上」の四つに集約され、それぞれプロジェクトチームを編成し昨年度より活動が

スタートした。 

 本年は人口増大プロジェクトの活動開始 3 年目となり、いよいよ実際の行動へ移してゆ

く段階となる。即ち、協会としてはこれまで集めた情報を集約し、具体的で明確な指針を

提示すること。また、地方協会や個人の活動家はその指針に従い、実際に行動を起こして

いただくこと。次に協会としては、その運動の輪が次第に大きくなるよう導いてゆくこと、

である。 

次に強化面（メダル獲得プロジェクト）では、昨年末に開催されたドーハアジア大会で

好成績を挙げ北京オリンピックに繋がる実感を得たが、本年の最重要課題は何と言っても、

世界選手権大会での 2008 年北京オリンピック大会出場権の獲得にある。まさしく目標とし

てきた「オリンピックでのメダル獲得」を実現するため、更なるコーチングスタッフの力

量アップと強化指定選手に対しては綿密なる強化計画を策定し、その実力を遺憾なく発揮

して貰う環境を整えて行く。 

財政強化プロジェクトについては、これまでの枠組みに捉われず積極的に新たな収入の

道を設ける工夫を図ってゆく。 

魅力向上プロジェクトでは、協会主催大会の観客動員増を目指し「見て面白いレガッタ」

を、また老若男女が幅広く楽しめるよう「ローイングボートのジャンル開拓」を図り、よ

り一層、ボート競技に対する魅力を感じて貰う工夫を考えて行きたい。 

プロジェクト活動以外では、協会の基幹事業である各種全日本選手権大会及び各種競漕

会の開催、安全で円滑な大会運営に資する各種規則の制定、公認コース設定のための指導

と助言ならびに認定、普及振興のための指導者養成とマシンローイング大会の開催、ジュ

ニア選手の育成と強化、アンチ・ドーピングに対する取組み、事故発生を未然に防止する

ための安全ガイドラインの周知並びに安全意識向上のための指導と教育、広報誌「月刊ロ

ーイング」及び協会ホームページの更なる充実等々の事業を関係各位のご協力を得て例年

通り推進する。 

また、2016 年オリンピック大会の招致希望都市が東京都に決定したことを受け、招致活

動はこれからが本番を迎える。協会は招致に向け、JOC に全面的に協力し活動して行くこと

も付け加えねばならない。 

協会としては、厳しい財政事情に直面しているが、関係各位の更なるご協力とご支援を

得て、各事業計画の実行と達成に邁進したい。 

なお、協会定款の事業項目の委員会別分担は以下の通りであり、その事業計画の詳細は

担当委員会別事業計画に記す。 
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■協会定款の目的と事業ならびに担当委員会 

 

１．ボート競技の普及振興とスポーツ精神を育成するため、その根本方針の確立 

   総務委員会、普及委員会 

 

２．全日本選手権大会および各種競漕会の開催 

   競技委員会、審判委員会、施設委員会 

 

３．オリンピック大会およびこれに準ずる国際競漕大会に日本を代表するクルーおよび

役員を選定し、参加させること 

   強化委員会、国際委員会、高体連委員会 

 

４．ボート競技に関する諸規則の制定 

   審判委員会、医科学委員会、施設委員会、競技委員会、総務委員会 

 

５．ボート競技に関する調査・研究・指導・強化ならびに普及啓発 

   普及委員会、強化委員会、医科学委員会、高体連委員会、総務委員会 

 

６．競漕艇及び附属具の規格の決定と審査 

   医科学委員会、施設委員会 

 

７．各種ボート競技に関する図書の刊行 

    広報委員会、普及委員会 

 

８．その他の目的を達成するため必要な事業 

  全委員会 
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■担当委員会別事業計画 

 

総務委員会 

１．通常総会、評議員会、定例理事会、顧問・参与会、全国ブロック長会議、定例委員会 

ほかの開催。会議名称、開催日・開催場所は別紙 1の通り 

２．協会規定、各種規約の発行と整備 

３．事務局業務の改善と効率化による業務のスピードアップ 

４．各委員会間の調整 

５．会員管理業務の改善 

６．地球温暖化防止国民運動「チーム・マイナス 6%」に参加し、環境保全に配慮した大会

の運営 

 

財務委員会 

１．協会財政の適正管理と経理業務の適正な執行 

２．協会財政基盤の強化案の策定と実施 

 

競技委員会 

１．各種の全日本選手権大会、国民体育大会ボート競技及びオックスフォード盾レガッタ

他の主催と主管。これら大会の開催期日、名称、開催場所は別紙 2の通り 

２．選手登録・大会エントリーシステム改良による諸手続き簡素化と利便性の向上 

３．主催・主管大会への競技役員派遣 

４．戸田ボートコース使用日程の管理と翌年度使用日程の作成 

５．大会運営業務の改善 

 

施設委員会 

１．新コース規格規定の制定とその円滑な実施 

２．各種全日本選手権大会と各種競漕大会でのコース設営 

３．公認コース設定の指導と助言ならびにコース認定業務 

４．国民体育大会、全日本高等学校選手権大会、全日本高等学校選抜大会での規格艇審査 

５．戸田ボートコース整備と老朽施設等の更新（大会用舟艇等） 

６．大会開催時の選手、役員に対する安全確保業務 

７．全国水域データベースの構築 

８．2016 年オリンピック東京招致活動への協力（コース施設計画へ参画） 

 

審判委員会 

１．競技大会の円滑な運営を図るため、競漕規則の審判関係事項の整備 

２．各種全日本選手権大会および各種競漕大会での審判業務 

３．審判員資格試験ならびに認定試験の実施。審判員研修会、講習会の開催 

  これらの日程等は別紙 3の通り 
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４．FISA 及び ARF 主催の国際競技大会へ国際審判員の派遣、審判業務従事による国際審判

員の養成と技量維持 

 

国際委員会 

１．国際ボート連盟（FISA）及びアジアボート連盟（ARF）年次総会への役員派遣。連盟及

び加盟国と交流し最新動向・情報の把握。FISA 及び ARF 年次総会派遣ならびに国際審

判員派遣は別紙 4の通り 

２． ARF 他に対する Japan Cup 第 29 回全日本軽量級選手権大会への参加促進と広報活動。

外国人選手滞日時のサポート業務 

３．国際競技大会の日本開催に関する調査活動 

 

強化委員会 

１． FISA 及び ARF 主催の国際競技大会へ参加のため、日本代表選手の強化、選考会の開催、

日本代表選手団の編成と大会派遣。日本代表選手団の国際大会派遣。選手強化計画は

別紙 5、国際競技大会スケジュールは別紙 6の通り 

２．2008 年北京オリンピック大会の参加資格獲得を目指した選手強化活動の継続、コーチ、

サポート体制の確立 

３．JOC 専任コーチ、JOC ジュニア強化コーチの選任及び代表選手コーチの指定 

４．「競技者育成プログラム」の作成（競技者発掘育成・指導者養成）とこれに即した強化

合宿等の開催 

 

普及委員会 

１．第 20 回全国マシンローイング大会の開催 

２．日本体育協会の「公認スポーツ指導者養成講座」による指導員、コーチ、指導者コー

チ養成講習会、義務研修会の開催 

３．日本ボート協会認定インストラクター養成講習会の開催及びセーフティーアドバイザ

ー養成講習会の開催。各講習会等の日程は別紙 7の通り 

４．漕法講座、漕艇コーチ入門、ボートと安全、ボート安全マニュアル等の刊行 

５．全国中学選手権大会及び全国中学ボート連盟への支援 

６．地域スポーツ促進策として、「市民レガッタ」支援とボートサミットへの参加 

 

広報委員会 

１．「月刊ローイング」の発行部数の増大を目指し、誌面の充実と新たな読者層の開拓、 

  広告収入増のための活動強化と取材機会の増大、マスコミとのコンタクト、記事情報

の提供と掲載機会の増大 

２．協会ホームページの運用体制・管理体制の整備とセキュリティの強化、選手登録・エ

ントリー等、読者の便宜を図る機能の強化、ホームページを利用した情報交換と交流

の拡大 

３．購読者管理システムの活用と改良による読者サービスの向上 
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医科学委員会 

１．ドーピング検査とレクチャー等によるドーピング教育の推進と啓発活動の実施。ドー

ピング検査員の養成 

２．主催競技大会への救護医師派遣 

３．ナショナルチームのメディカル及びコンディショニングサポート業務 

４．競技力向上に関する調査・研究 

５．艇及びオールの調査･研究、規格艇に関する業務及びボートに関する科学的情報の収集

と提供 

６．日本体育協会公認スポーツドクター及びアスレティックトレーナー育成に関する業務 

７．日本アダプティブローイング協会の事業に係わる支援業務 

 

高体連委員会 

１．全国高体連ボート専門部と連携し、指導者レベルの向上と高校生を中心とするジュニ

ア選手の育成と強化 

２．第 5 回全日本ジュニア選手権大会、第 55 回全日本高等学校選手権競漕大会、第 19 回

全国高等学校選抜大会の開催と競技運営 

３．指導者講習会の開催と競技者育成プログラムに即した選手発掘と育成活動の実行 

４．将来性ある競技者の発掘と育成 

 

JARA プロジェクト 

１．第 1 回全日本マスターズ開催ほか、ボート人口増大関連の諸活動 
２．2008 年北京オリンピック大会に向けた選手強化と北京以後を見据えた強化方針・計画

の策定 
３．新公益法人制度の施行に伴う移行手続き等の検討 
４．協会主催大会の魅力向上について具体策の提示 
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■総務委員会                               別紙 1 

 

開 催 会 議 

 

会 議 名 称 開 催 日 開 催 場 所 

平成 18 年度通常総会 5 月 26 日（土） 三菱養和会巣鴨スポーツセンター

平成 19 年度評議員会 10 月 5 日（金） 秋田県大潟村 

定例理事会 毎月 1回 岸記念体育会館ほか 

定例委員長会 毎月１回 岸記念体育会館ほか 

顧問・参与会 4 月 14 日（土） 三菱養和会巣鴨スポーツセンター

全国ブロック長会議 10 月 6 日（土） 秋田県大潟村 

 

 

会 議 名 称 開 催 日 開 催 場 所 

全国普及委員会 10 月 4 日（木） 秋田県大潟村 

全国審判長会議 10 月 4 日（木） 秋田県大潟村 

「月刊ローイング」 

全国リポーター会議 

平成 20 年 2 月 東京都内 

 

 

会 議 名 称 開 催 日 開 催 場 所 

総務委員会 毎月 1回 岸記念体育会館ほか 

財務委員会 随時開催 岸記念体育会館ほか 

競技委員会 毎月 1回 岸記念体育会館ほか 

施設委員会 平成 20 年 2 月 岸記念体育会館ほか 

審判委員会 平成 20 年 2 月 岸記念体育会館ほか 

国際委員会 随時開催 岸記念体育会館ほか 

強化委員会 毎月 1回 岸記念体育会館ほか 

普及委員会 毎月 1回 岸記念体育会館ほか 

広報委員会 毎月 1回 岸記念体育会館ほか 

医科学委員会 平成 19 年 12 月 岸記念体育会館ほか 

高体連委員会 随時開催 岸記念体育会館ほか 

 

会 議 名 称 開 催 日 開 催 場 所 

JARA プロジェクトチーム会議 随時開催 岸記念体育会館ほか 

戸田ボートコース運営委員会 平成 19 年 9 月 埼玉県庁 
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■競技委員会                               別紙 2  

 

競 漕 大 会 日 程 

 

 開 催 期 日 大 会 名 称 開 催 場 所 

6 月 7 日（木）～10 日（日） 第 85 回全日本選手権大会 埼玉県戸田市 

戸田ボートコース 

 

6 月 15 日（金）～17 日（日） JOC ジュニアオリンピックカップ 

第 5回全日本ジュニア選手権大会（兼） 

世界ジュニア及びアジアジュニア選手権 

派遣選手選考会 

 

熊本県菊池市 

斑蛇口湖ボート場 

7 月 6 日（金）～8日（日） ジャパンカップ 

第 29 回全日本軽量級選手権大会 

埼玉県戸田市 

戸田ボートコース 

 

7 月 14 日（土）～15 日（日） 第 57 回全日本社会人選手権大会 宮城県登米市 

宮城県長沼ボート場

 

8 月 9 日（木）～12 日（日） 第 55 回全日本高等学校選手権競漕大会 佐賀県唐津市 

松浦川ボートコース

 

8 月 23 日（木）～26 日（日） 第 34 回全日本大学選手権大会 

 

8 月 25 日（土）～26 日（日） 第 47 回オックスフォード盾レガッタ 

埼玉県戸田市 

戸田ボートコース 

10 月 5 日（金）～8日（月） 第 62 回国民体育大会ボート競技 

 

秋田県大潟村 

大潟漕艇場 

 

10 月 19 日（金）～21 日（日） 第 48 回全日本新人選手権大会 埼玉県戸田市 

戸田ボートコース 

 

平成 20 年 3 月 22 日（土） 

～23 日（日） 

第 18 回全国高等学校選抜大会 静岡県浜松市 

浜松市天竜ボート場

 

平成 19 年 10 月～ 

平成 20 年 1 月 

第 20 回全国マシンローイング大会 全国 9 ブロック大会

会場ほか 
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■審判委員会                 別紙 3 

 

審 判 研 修 事 業 

 

研修会名称 開催日程・実施場所 参加予定数 

第 64 回審判員研修会 

（併・B級審判員認定試験） 

7 月 6 日（金）～8日（日） 

埼玉県・戸田ボートコース 

   30 名 

第 65 回審判員研修会 

（併・B級審判員認定試験） 

10 月 19 日（金）～21 日（日）

埼玉県・戸田ボートコース 

 

40 名 

審判員講習会 

C 級審判員認定試験 

都道府県協会の要請により 

随時実施 
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■国際委員会                               別紙 4 

 

国 際 関 係 事 業 

 

■年次総会等への派遣 

会議日程 会議等の名称 開 催 場 所 派遣人数 

9 月 3 日（月） 

 

FISA 年次総会 ドイツ・ミュンヘン 

 

1 名 

10 月下旬 

 

ARF 年次総会 韓国・忠州 1 名 

 

 

■国際審判員派遣 

大会日程 大 会 名 称 開 催 場 所 派遣人員 

7 月 26 日（木） 

～29 日（日） 

2007 年世界 U-23 選手権大会 イギリス・ 

ストラスクライド 

1 名 

8 月 26 日（日） 

～9月 2日（日） 

2007 年世界選手権大会 ドイツ・ 

ミュンヘン 

1 名 

10 月 16 日（火） 

～19 日（金） 

第 12 回アジア選手権大会 

第 13 回アジアジュニア選手権大会

韓国・忠州 

 

1 名 
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■強化委員会                               別紙 5 

 

選 手 強 化 計 画 

 

■2007 年世界選手権大会・ワールドカップ・U23 世界選手権代表選手 

合宿種別 合宿日程・場所 参加人数 

4 月 9 日（月）～14 日（土） 

埼玉県・戸田ボートコース 

男子 21 名 

女子 8名 

スタッフ 5名 

5 月 7 日（月）～13 日（日） 

埼玉県・戸田ボートコース 

男子 21 名 

女子 8名 

スタッフ 5名 

6 月 11 日（月）～20 日（水） 

埼玉県・戸田ボートコース 

男子 21 名 

女子 8名 

スタッフ 5名 

7 月 2 日（月）～10 日（金） 

埼玉県・戸田ボートコース 

男子 6名 

女子 2名 

スタッフ 3名 

7 月 16 日（月）～20 日（金） 

埼玉県・戸田ボートコース 

男子 6名 

女子 2名 

スタッフ 2名 

国内強化合宿 

10 月 7 日（日）～28 日（日） 

埼玉県・戸田ボートコース 

 

男子 10 名 

女子 4名 

スタッフ 2名 

4 月 9 日（月）～6月 5日（火）

ギリシャ・アテネ 

男子 3名 

スタッフ 3名 

 

海外強化合宿 

6 月 18 日（月）～9月 4日（火）

ギリシャ・イオアニナ 

男子 9名 

女子 2名 

スタッフ 4名 
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   別紙 5-2 

 



 

■2007 年世界ジュニア選手権大会・アジアジュニア選手権大会代表選手 

合宿種別 合宿日程・場所 参加人数 

6 月 19 日（火）～23 日（土） 

埼玉県・戸田ボートコース 

男子 7名 

女子 7名 

スタッフ 4名 

7 月 9 日（月）～20 日（金） 

福井県・久々子湖ボートコース 

男子 7名 

女子 7名 

スタッフ 4名 

強化合宿 

7 月 23 日（月）～8月 2日（木）

富山県漕艇場 

 

男子 7名 

女子 7名 

スタッフ 4名 

 

■平成 20 年度強化指定候補選手の強化合宿 

合宿種別 合宿日程・場所 参加人数 

平成 20 年 1 月／7日間 

埼玉県・戸田ボートコース 

男子 50 名 

女子 20 名 

スタッフ 10 名 

平成 20 年 2 月／7日間 

埼玉県・戸田ボートコース 

男子 40 名 

女子 15 名 

スタッフ 10 名 

強化指定候補選手の強化合宿 

平成 20 年 3 月／7日間 

埼玉県・戸田ボートコース 

男子 30 名 

女子 10 名 

スタッフ 10 名 

 

■全国高等学校選抜強化合宿 

合宿名称 実施時期・場所 参加人員 

第 1次強化合宿 12 月／5日間 

静岡県・浜松市天竜ボート場 

男子 10 名 

女子 10 名 

スタッフ 5名 

第 2次強化合宿 平成 20 年 1 月／7日間 

埼玉県・戸田ボートコース 

男子 10 名 

女子 10 名 

スタッフ 5名 

第 3次強化合宿 平成 20 年 2 月／5日間 

埼玉県・戸田ボートコース 

男子 10 名 

女子 10 名 

スタッフ 5名 
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■強化委員会                               別紙 6        

 

国 際 競 漕 大 会 の 参 加 

 

日  程 大 会 名 称 開催場所 

6 月 1 日（金）～3日（日） 2007 年ワールドカップ第 1戦 

 

オーストリア・ 

リンツ 

 

7 月 13 日（金）～15 日（日） 2007 年ワールドカップ第 3戦 

 

スイス・ 

ルツェルン 

 

7 月 26 日（木）～29 日（日） 2007 年世界 U-23 選手権大会 イギリス・ 

ストラスクライド 

 

8 月 7 日（火）～11 日（土） 2007 年世界ジュニア選手権大会 

 

中国・北京 

8 月 26 日（日）～ 

9 月 2 日（日） 

2007 年世界選手権大会 ドイツ・ 

ミュンヘン 

 

10 月 16 日（火）～19 日（金） 第 12 回アジア選手権大会 韓国・忠州 

 

10 月 16 日（火）～19 日（金） 第 13 回アジアジュニア選手権大会 韓国・忠州 

 

 

 

 
 

 12 
 



■普及委員会                               別紙 7 

 

普 及 関 係 事 業 

■（財）日本体育協会公認スポーツ指導者養成事業 

開 催 日 程 事 業 名 称 開 催 場 所 受講予定数 

5 月 4 日（金） 

 

（財）日本体育協会 

公認スポーツ指導者義務研修会 

 

滋賀県大津市 

瀬田漕艇倶楽部 

 

30 名 

8 月 13 日（月）～ 

    16 日（木） 

（財）日本体育協会 

公認ボート指導者養成講習会 

「専門科目」 

 

山口県山口市 30 名 

8 月 14 日（火） （財）日本体育協会 

公認スポーツ指導者義務研修会 

 

山口県山口市 50 名 

9 月 21 日（金）～ 

    24 日（月） 

（財）日本体育協会 

公認ボート指導者養成講習会 

「専門科目」 

 

埼玉県戸田市 

三菱養和会 

 

30 名 

9 月 23 日（土）～ 

    23 日（日） 

（財）日本体育協会 

公認スポーツ指導者講師全国 

研修会 

 

埼玉県戸田市 

三菱養和会 

30 名 

11 月 21 日（水）～ 

    25 日（日） 

（財）日本体育協会 

公認ボートコーチ養成講習会 

「専門科目」 

 

埼玉県戸田市 

三菱養和会 

25 名 

 

■（社）日本ボート協会認定インストラクター、アドバイザー養成事業 

開 催 日 程 事 業 名 称 開 催 場 所 受講予定数 

7 月 15 日（日） 日本ボート協会認定ボートイン

ストラクター養成講習会 

 

神奈川県横浜市 

鶴見川漕艇場 

30 名 

11 月 23 日（金） 日本ボート協会認定セーフティ

アドバイザー研修会 

 

埼玉県戸田市 

三菱養和会 

30 名 
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